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一般社団法人 福島県作業療法士会  

平成30年度 第４回理事会抄録 
 

日時：平成30年10月18日（木）18：00～20：00 

場所：ほっとあたみ 第 1 会議室 

出席者 

理事：長谷川、木村、五百川、佐藤、田口、根田、 

今川、松下、椎野、青木、髙野、岡本（佳）、冨岡 

監事：渡邉  相談役：柴田  部員：荒井、日下部  

支部長：若林、髙橋、坂本、真部、前田 

 

１．会長挨拶 

 

２． 定足数報告(総務部長) 

出席者数22名（内理事数13名） 

 

３． 三役の会議等出席動向  
月日 内容 場所 出席者  
9月2日 福島県リハビリテーション

専門職学術集会 2018 

ユラック

ス熱海 

長谷川敬一 

他  
9月15日 東北作業療法学会評議委員

会 

山形市 長谷川敬一 

根田英之 

佐藤正彦 

高野真一  
9月20日 第 2 回介護ロボットニーズ

シーズ連携協調協議会 

ほっとあ

たみ 

長谷川敬一 

岡本佳江  
10月7日 日本作業療法士協会 47 都

道府県委員会 

東京都 長谷川敬一 

 
10月11日 第 1 回介護ロボットニーズ

シーズ連携協調協議会 WG 

Eyes,JA

PAN 

長谷川敬一 

 
10月24日 日本公衆衛生学会総会及び

学会長招宴 

ビックパ

レットふ

くしま 

長谷川敬一 

 
10月27日 福島県地域リハビリテーシ

ョン研究大会 

ユラック

ス熱海 

長谷川敬一 

他  
10月31日 第 3 回介護ロボットニーズ

シーズ連携協調協議会 

ふくしま

医療機器

開発支援

センター 

長谷川敬一 

岡本佳江 

 
11月7日 福島県地域包括ケアシステ

ム推進協議会 

福島県医

師会館 

長谷川敬一 

 
11月15日 第 42 回総合リハビリテー

ション研究大会・第 3 回実

行委員会 

福島県立

医科大学 

五百川和明 

 
11月27日 福島県立医科大学安全祈願

祭・起工式 

福島市駅

前 

長谷川敬一 

 

4．議題１(検討・決議事項) 

1)「規程」の見直しについて(別紙)（佐藤事務局長）  

 ・組織規程、支部の活動及び運営に関する規程、慶弔 

に関する規程、費用弁償に関する規程において一部 

加筆修正 

 ・届け出用紙の記載を年号から西暦に変更（規程日は

そのままの年号表記とする） 

         ⇒承認 

2）大規模災害を被った都道府県における作業療法士会

の支援に関する規程 

  県外に対する大規模災害を被った都道府県士会へ

の支援に関する規程の制定。 

平成 30 年 10 月 18 日制定、平成 30 年 8 月 3 日

より適用               ⇒承認 

 

3）臨床実習指導者養成推進委員会の設立について 

（五百川副会長） 

  予算案 386,000 円 

  臨床実習指導者に関して、厚労省が指定した臨床

実習指導者講習会等を修了した者と明記された。

当県士会においても指導者養成に関して推進して

いく目的にて委員会設置を申請するものである。 

  ⇒承認 

4）学会誌創刊に向けての検討事項（根田学術部長）  

  投稿規程の見直しや査読マニュアルの見直しをす

るため、今年度は基盤構築をつくる年度とする。 

⇒承認 

5）理学療法士等医療従事者確保推進事業「平成 30年

度 OTフェスタ」開催に伴う補正予算について

（高野広報部長） 

  補助金の入金は次年度となるため、一時金として

補正予算を申請したい。補正予算額：100,000円 

  ⇒承認 

6）事務所の設置（案）について（長谷川会長） 

  優先課題としてホームページ運用含めた ICT 化の 

強化をしたい。引き続き事務所の設置については 

評価、議論を進めていく。       ⇒承認 

7）映画作製後援の依頼 

   約 3 万円の後援依頼         ⇒承認 

 

議題２：報告案件 

1）日本作業療法士連盟について（渡邉監事） 

  OT 協会は学術的な活動が中心となっているが、政

治的な活動はできないようになっている。連盟は

政治的な側面から社会に認知できるような活動を

行っている。 

 

2）第 28 回東北作業療法学会評議員会報告 

（根田学術部長、長谷川会長） 

  9 月 15 日に山形で行われた。 

  抄録集の作成および配布方法については、プログ

ラム集を全会員へ配布、抄録はホームページに掲

載し、抄録集は参加者へは配布することが決定し

た。 

 

3）平成 31 年度第 42 回総合リハビリテーション研究大会

第 2 回実行委員会の報告（五百川副会長） 

 開催日 2019 年 9 月 13 日・14 日 

 テーマ「総合リハビリテーションの新機軸－当事者
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のリカバリーという視点―」に決定。 

 

4）各部・支部・委員会報告について 

【学術部】（根田部長） 

福島県リハビリテーション専門職学術集会 2018 報告 

 参加者：728 名（PT388 名 OT245 名 ST95 名） 

【事業部】（椎野部長） 

①8/23 事業部・広報部の役員会議（Web）にて事業 

の打ち合わせを実施。 

②事業部・広報部協働事業 

ふくしまの未来を医療で担う夢応援事業  

第 3弾「医療体験セミナー」 

日時：平成 30年 9月 17日（月・祝）10：30～16：30

会場：ビックパレットふくしま多目的展示ホール A・B 

主催：福島県教育委員会 

概要：県内の中学生に対して各団体が医療関係の仕事

を紹介し，体験の機会を提供する．作業療法士会とし

ても出展し、OT協会や県内各養成校のパンフレットも

配布した。 

総参加者：中学生 252名 + 保護者  

OTブース来場者：144名 + 保護者 

【広報部】（高野部長） 

①いきいき県民フェスティバル  

県士会ブース出展報告 事業部との協業事業 

日時：平成 30年 10月 8日（月・祝） 

会場：ビッグパレットふくしま 多目的展示ホール 

概要：握力測定、IPU巧緻動作検査、協会 DVD放映、

花まる体操の紹介 

協力者数：13名  ＯＴブース来訪者数：148名 

②ぽっかぽかタイムス係主催イベント 

・今年度は作業療法士向けに作業活動を体験いただく

機会として勉強会を企画した。 

・今年度はぽっかぽかタイムスのベースである会津で

開催とするが、将来的には各地域で開催できること

を視野においている。 

・OTの知恵袋に収録されていない作業の共有や文面化

などもきっかけとして期待している。 

 

5）その他 

 〇地域福祉部 

  12月の意見交換会は行わなず書面によるやり取り 

の方向ですすめている。各支部長や参加者に調査 

し、情報をまとめられれば。来年度総会後に設定す 

ることも考えている。 

 〇認知症推進委員会 

  研修会は他職種の方の参加が 1/3 あった。 

  10/27,28 OT 協会にて認知症ケアの推進会議。 

青木、田口参加。 

  生活行為向上リハビリテーション実施加算の実情

調査に関して、通所リハ向けにアンケート調査を

行いたい。 

 

5.その他 

 

6.副会長挨拶（木村副会長） 
 


